
作山古墳（総社市）
　つくりやま 作山古墳は全国第10位、岡山県下第2位の規模を誇る前方後円墳で、岡山市の造山古墳（全国第4位、岡山県下最大）に次いで5世紀中頃に築造された/

左手が前方部、右手は後円部/南側から見たところ 📹 video

https://youtu.be/hnqZ2QP03A8


丘陵を三段に整形加工した斜面と平らな面からなる墳丘は、現在草と木で覆われ一見山にしか見えないが、築造当時は平らな面に５千本以上もの埴輪が
立て並べられ、斜面には石が敷き詰められていたと云う/西側の駐車場に説明板等が立っていた 📹 video

https://youtu.be/_AfMOsG7uGM


　かなり劣化していて文字が霞んでいる/下記は文字起こしをしたもの



国指定史跡　作山古墳

大正10年3月3日指定

つくり山古墳と称されるほど、雄壮で巨大な前方後円墳です。

独立した小丘陵を削り、整形、加工したもので、一部に後世の改変を受けているものの、全長約282m、後円部径174m、同高さ24m、前方部長さ110m、同幅

174mの規模をもっています。

三段に築成され、各段には密接して円筒埴輪が立ち並び、斜面は角礫でおおっています。造出しは北側には存在しますが、対照的に南側にあったかどうか

は疑問です。外周には周溝がなく、複数の残丘をのこすなど巨大な墳丘のわりには端整さを欠く面もあります。

作山古墳の規模は、全国的にみても第10位に相当し、県内では全長約350mで全国第4位の岡山市新庄下・造山古墳につぐもので、古墳の規模が豪族権力

の反映または象徴であることからすれば、本墳の被葬者が吉備に君臨した大首長であることが想像されます。

この古墳の築造は、発掘調査がおこなわれていないのであきらかではありませんが、墳丘の形態や円筒埴輪の研究から、5世紀中葉頃と考えられています。

昭和61年3月　総社市教育委員会



造出しは北側には存在するが、南側にもあったかどうかは疑問と云う/外周に
周溝は無かったらしい

岡山大学学術成果リポート/作山古墳デジタル測量図より



前方部には「取り残した丘」が見られると記されている/作山古墳は畿内の大王墓と異なり、後円部は正円ではなく楕円形で前方部
も台形状の突出が見られるなど、不整な形態をしており、また、前方部の前面には丘陵の一部が取り除かれないまま残されている
ことから、作山古墳に葬られた吉備の首長は、畿内の大王ほど古墳築造にかける余力がなかったのではとも云われる



　　　駐車場から西面の墳丘を見上げたところ



　そこで、左手を見たところ



　　　同じく、右手を見たところ/この道路の右手が「取り残した丘」



　　墳丘の周りを回ってみよう/これは北東側辺り/左手側が後円部



　　　　　北西側で、前方部から後円部方向（東方向）を見たところ 📹 video

https://youtu.be/oxx9S09gldY


　　そこで、右手（南方向）を見たところ/左手が前方部、右手は駐車場 📹 video

https://youtu.be/Py9go-O33Y8


さて、北西側から墳丘に登ろう 📹 video

https://youtu.be/AaYsgfIOVbU


　　　　これは一段目のテラス/下草刈りをしている人たちが見える



　　　　更に墳頂を目指す 📹 video

https://youtu.be/t9Zq6D9Avrw


　　こちらは二段目のテラス



　　　墳頂が見えて来る



　ここが前方部墳頂/西側から東方向に見たところ



これは前方部から後円部方向（東方向）を見たところ 📹 video

https://youtu.be/qFXFepl2uyM


　　　　括れ部方向へ少し進んで、振り返って前方部を見たところ



　　これは括れ部辺りと後円部方向を見たところ



　そこで、左手を見たところ



　同じく、右手を見たところ



　　　これは括れ部で、前方部方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/YEZzareUwIo


　　　　振り返って、後円部方向を見たところ



　そこで、左手を見たところ



　同じく、右手を見たところ



　　　　　さて、前方が後円部/この辺りも、もう少し早く下草刈りをしておいてもらえれば良かったのだが・・・



　　　　ここが後円部墳頂/西方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/q8BdM9INOpM


　　そこで、右手（北方向）を見たところ/左前方に説明板が立っている 📹 video

https://youtu.be/wBasz4UfFVA


　　こちらも劣化していて良く読めない/下記は文字起こしをしたもの



国指定史跡　作山古墳

独立丘陵を加工して造られた作山古墳は、造山古墳（岡山市所在、全国第4位・岡山県下最大の前方後円墳）に次いで、5世紀中頃に築かれた全国第10位、

岡山県下第2位の規模を誇る前方後円形のお墓です。

斜面と平坦面からなる三段に築かれた墳丘は、現在では草と木で覆われていますが、築造当時は、平坦面に少なくとも5千本以上の埴輪が立て並べられ、

斜面には石が敷き詰められていました。

自然の景観の中にそびえ立つ巨大なモニュメントは、作山古墳の南方に存在したと考えられている古代山陽道に先行する道を行き交う人々に、吉備の大

首長の権力を誇示したものと思われます。

しかしながら、作山古墳は、正円形の後円部をもち前方部の形態も整った畿内の大王墓や造山古墳に比べ、楕円形で前方部の前端が台形に突出するなど

不整な形態をもっています。これは、長さと幅が不自然な自然丘陵をできるだけ手をかけず、長大にみせようとしたことによるものと思われます。

畿内の大王墓にみられる二重・三重の堀が認められないこと、また、本来なら取り除くべき前方部前面の丘陵がそのまま残されていることなどからも、作山

古墳に葬られた吉備の首長は、畿内の大王ほど、古墳築造にかける余力がなかったのではないでしょうか。

なお、作山古墳には、盗掘された大きな穴は存在しないことから、古墳の主は今も後円部の中央地下深くに眠っているものと思われます。

平成22年（2010）3月　総社市教育委員会
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